
(1） 第211 号 広 報 あ か い け 昭和55年8月1日 
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発行所 赤池町役場 

E陽り所 赤 池 印 刷 

~ 

編集 総務課文書広報係 費（代表）2004 

毎月 1回発行 

町 の 人 口 

人 口 9,413 人 （増6) 

男 4,515 人 （増5) 

女 4,898 人 （増1) 

世帯数 3,043世帯（増2) 
,,Iへ，.I一、」‘'“、一“、，．~、一‘~、一・ー、一‘~’、．“ー、‘H・…、”‘…、，I‘ー、“''”、一・“‘、 

出生 13人 転入 27人 

死亡 5人 転出 29人 

(55年6月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

（集中豪雨により床上、床下浸水のあった本町通り） 

再び豪雨で被害出る．ノ 

床上2戸・床下68戸浸水 7月8・9日の集中豪雨 

昨年の6・30水害に続き、今年も又、集中豪雨に見舞われ、この2日間だけで300 ミリ 

を超す雨量となり、床上浸水やがけ崩れカ斗目次ぎ、当町では初めての生き埋めによる死者 

が出ました。 7月8日午後9時頃、車道の内田栄さん方裏のがけカ沖冨lOmにわたり崩れお 

ち二女伊佐子さん（41歳）が生き埋めになりました。 9日も以然大雨は降り続き、午前6時 

頃より水が増え、本町・草場地区は8時頃にはすでに70戸か床下から床上の浸水が出まし 

た。又、赤池橋より20m上流附近の堤防が崩れる恐れが出たため、消防団が出動しシート 

カバーや土のうを積むなどの補強工事をした。なお、被害状況は次のとおりです。 （半壊 

1世帯、一部破損1世帯、床上浸水2世帯、床下浸水68世帯、田の冠水l4ha 、土砂功f 

け崩れ8世帯、り災世帯数51世帯。） 
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(3） 第211号 昭和55年8月1日 （2) け し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

口
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1
 

。ノ］ 第
 

昭和55年8月1日 か い け あ
 

報
 

広
 

題 「兄弟」 

優秀作品に “三宅嘉 

7月例会『写団フアミリー』 

大人・小人1人100円9時～19時まで 

お
盆
の
診
療
を
 

は
じ
め
ま
す
 

休
日
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
 

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
か
 

ら
お
盆
の
八
月
十
四
・
十
五
日
も
診
療
 

を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。
 

▼
診
療
日
 

日
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
 

と
8
月
 14 

・ 15 

日。 

12 

月
 31 

日
。
1
 

月
1

・2

・3
日。 

▼
診
療
時
間
 
昼
間
n
受
付
時
間
（
9
 

時
ー
 11 

時
 30 

分
ま
で
。
 
13 

時
ー
 16 

時
 

30 

分
ま
で
）
。
夜
間
n
受
付
時
間
（
 

18 

時
ー
 22 

時
 30 

分
ま
で
）
 

▼
診
療
科
目
 
昼
間
n
内
科
（
小
児
科
 

）
、
外
科
。
夜
間
n
内
科
（
小
児
科
 

）
。
外
科
診
療
は
し
ま
せ
ん
。
 

赤
池
町
総
合
運
動
公
園
の
一
環
と
し
 

て
、
昭
和
五
十
四
年
度
県
開
就
事
業
で
 

当
町
ボ
タ
山
下
に
建
設
さ
れ
て
い
た
町
 

民
フ
ー
ル
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
七
月
 

二
十
日
よ
り
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
 

こ
の
プ
ー
ル
は
、
敷
地
面
積
約
八
、
〇
 

〇
〇
平
方
米
、
事
業
費
一
億
四
、
三
〇
〇
 

万
円
を
か
け
て
五
〇
米
プ
ー
ル
（
八
コ
 

ー
ス
二
、
〇
〇
〇
平
方
米
）
と
幼
児
子
 

供
用
プ
ー
ル
（
五
〇
四
平
方
米
）
が
設
 

置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
又
、
町
過
疎
事
 

業
で
約
七
、
〇
〇
〇
万
円
を
か
け
ふ
甘
理
 

棟
（
四
二
〇
平
方
米
）
も
建
設
さ
れ
て
 

お
り
、
こ
の
管
理
棟
の
外
壁
に
は
す
べ
 

て
「
町
上
野
焼
大
型
共
同
作
業
場
」
で
 

鵬 

【親子つれてにぎわうオープン当日・7月2面 

事業主の退職金制度 

つ
く
ら
れ
た
陶
板
タ
イ
ル
が
使
用
さ
れ
 

て
お
り
、
こ
れ
も
こ
の
プ
ー
ル
の
特
徴
 

の
ー
つ
で
あ
り
ま
す
。
 

管
理
棟
内
に
は
、
更
衣
室
（
ロ
ッ
カ
 

ー
室
七
六
八
人
使
用
可
）
、
事
務
室
、
 

食
堂
（
い
ず
れ
も
冷
房
）
、
シ
ャ
ワ
ー
 

室
、
ト
イ
レ
な
ど
可
成
り
の
》
W
筏
的
な
 

建
設
設
備
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

プ
ー
ル
は
、
毎
日
午
前
九
時
か
ら
午
 

後
七
時
ま
で
開
放
さ
れ
て
お
り
、
入
場
 

料
は
大
人
・
小
人
・
幼
児
を
間
わ
ず
一
 

人
一
〇
〇
円
（
二
時
間
）
で
す
。
二
時
 

間
を
超
え
た
と
き
は
、
一
時
間
に
つ
き
 

五
〇
円
の
追
加
料
金
を
い
た
だ
き
、
超
 

過
時
間
十
五
分
以
上
は
、
 
一
時
間
と
し
 

〈小規模企業共済〉 

小規模企業共済制度は、いわば国でつくられた事業主の退 

職金制度です。月々、掛金を払い込んでいただくことによっ 

て、事業をやめたり、役員を退職したときなどの場合に法律 

で定められた共済金力皮払われます。 

O

、j
一 

※
眼
科
、
耳
鼻
ぬ
層
こ
う
科
、
ひ
尿
 

器
科
等
は
、
今
の
と
こ
ろ
診
療
い
た
し
 

て
お
り
ま
せ
ん
。
 

お
盆
の
8
月
 14 

・ 15 

日
は
次
の
 

公
立
病
院
で
は
診
療
を
行
っ
て
お
 

り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。
 

●
田
川
市
」
」
病
院
 

●
糸
田
町
」
吃
 

病
院
 
●
田
川
新
生
病
院
 
●
添
 

田
町
」
」
病
院
 

●
川
崎
町
」
」
病
院
 

●
方
城
町
」
止
病
院
 

●
赤
池
町
 

江
病
院
 

8
月
は
「
所
得
状
況
届
」
 

の
提
出
を
ノ
 

ニ
三
て
I三
〒
三
三
三
三
て
三
●
三
！
…
三
〒
三
●
三
ー
 
ュ
●
曽
●
邑
●
●
三
●
・
昌
昌
！
昇
．
●
三
，
!
!
‘
三
！
誓
．
．
■
，
三
，
.
 

ん
 

さ
 

7月11日（金rF後7時から町民会館において、会員9名が出席し、i 

モノクロ16点、カラ-95点の作品の合評をした。 

《今月の優秀作家・カラーの部》 

一席「三宅嘉一」 二席「永尾冨男」 三席「戸塚栄太郎」 ~ 

（評） シャッターチャンスと道路のとり入れ方が良いですね。 ~ 

ただ単なるスナップに終っているのではなく、兄弟が、この路i 

のように真直ぐに育ってほしいと言う作者の心情がうかがえる点 

も見のがせないと思います。 

この場合、仕上げの段階で道路のまわりを真白く飛ばして、子 

供と道路だけの構成に仕上げたら見る人にもっと良く伝わると思 

います。 

て
計
算
さ
れ
ま
す
。
 

夏
休
み
に
入
っ
た
七
月
二
十
日
（
オ
 

ー
プ
ン
当
日
）
に
は
、
無
料
開
放
と
あ
 

っ
て
約
四
〇
〇
人
の
入
場
者
が
あ
り
、
 

以
降
、
連
日
親
子
連
れ
や
、
指
導
者
の
 

同
伴
な
ど
で
多
く
の
子
供
た
ち
が
楽
し
 

ん
で
お
り
ま
す
。
プ
ー
ル
は
九
月
七
日
 

ま
で
開
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
家
族
そ
 

ろ
っ
て
ご
利
用
下
さ
い
。
 

《
必
ず
守
り
ま
し
よ
う
》
 

●
五
〇
米
プ
ー
ル
は
子
供
は
危
険
で
す
。
 

だ
か
ら
、
未
就
学
の
子
供
の
利
用
は
で
 

き
ま
せ
ん
。
又
、
十
六
歳
未
満
（
小
・
 

中
学
生
）
が
使
用
す
る
時
は
、
必
ず
大
 

人
の
同
伴
が
な
い
と
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
 

●制度の特色は 

〇掛金は所得控除 掛金は全額力河、規模企業共済等掛金控 

除として、そっくり課税対象から控除されます。また前 
払いした1年以内の掛金も同様に控除されます。 

〇共済金等は退職所得 共済金等は退職所得として取扱わ 

れますので、控除額力俳常に大きくなっています。 
〇安全・確実 共済金額は法律によって定められており、 

その支払いも政府が最後まで責任をもっておりますので 
安全・確実です。 

〇貸付制渡 一定の資格者には、その掛金の範囲内で即日 

に貸付けか受けられる簡便な貸付制度があります。 

●お間い合わせは 

この制度のくわしいことは、最寄りの中小企業関係団体 

（商工会連合会・商工会・商工会議所・中小企業団体中央会 

など）および金融機関のほカ渚β道府県の商工担当課または中 

小企業共済事業団へお問い合わせてください。 

（
特
別
）
児
童
扶
養
手
当
 

r
 

今
月
は
、
児
童
＃
tS
養
手
当
、
特
別
児
 

童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
人
が
、
 

「 

所
得
状
況
届
」
を
提
出
す
る
月
で
す
。
 

用
紙
は
役
場
に
あ
り
ま
す
の
で
、
印
 

か
ん
と
証
書
を
持
参
の
う
え
、
福
祉
同
 

和
課
ま
で
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

（
受
付
期
限
）
 

●
8
月
 11 

日
1
9
月
 10 

日
ま
で
 福

祉
係
 

「
鯉
離
」
高
額
療
養
費
が
 

貸
付
け
ら
れ
ま
す
 

赤
池
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
高
額
 

な
医
療
費
の
支
払
い
が
困
難
な
国
民
健
 

康
保
険
加
入
の
世
帯
主
に
対
し
て
、
そ
 

J
 
フ
 

の
医
療
費
支
払
い
の
た
め
の
資
金
を
貸
 

付
け
る
高
額
療
養
費
貸
付
制
度
を
実
施
 

し
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
制
度
は
、
現
在
ー
力
月
の
医
療
 

の
自
己
負
担
（
三
割
）
が
、
三
万
九
千
 

円
を
越
え
た
場
合
、
高
額
療
養
費
を
診
 

療
月
か
ら
約
ニ
力
月
後
に
支
給
し
て
い
 

ま
す
が
、
低
所
得
者
で
医
痔
箸
（
が
高
額
 

な
た
め
、
医
療
機
関
へ
自
己
負
担
の
支
 

払
い
が
困
難
な
場
合
に
限
り
、
約
ニ
力
 

月
後
に
支
給
さ
れ
る
こ
の
高
額
療
養
費
 

を
担
保
に
無
利
子
で
、
医
痔
響
界
の
支
払
 

い
に
必
要
な
資
金
を
診
療
月
後
す
ぐ
に
 

貸
付
け
る
制
度
で
、
実
施
し
て
お
り
ま
 

す。 ▼
対
象
者
 

一
、
赤
池
町
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
 

険
者
。
 

二
、
高
額
療
養
費
の
支
払
い
が
困
難
と
 

認
め
ら
れ
る
者
の
世
帯
主
。
 

三
、
本
町
に
引
き
続
き
三
カ
月
以
上
住
 

所
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。
 

▼
貸
付
金
額
 

自
己
負
担
分
か
ら
三
万
九
千
円
を
差
 

し
引
い
た
額
の
九
十
督
以
内
、
 

十
万
円
を
限
度
と
す
る
。
 

▼
貸
付
条
件
 

一
、
利
子
 

無
利
子
 

但
し
三
 

二
、
償
還
方
法
 

当
該
高
額
療
 

養
費
か
ら
一
括
償
還
 

※
そ
の
他
、
い
ろ
い
ろ
貸
付
条
件
が
あ
 

り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
い
貸
付
条
件
に
 

つ
い
て
は
、
住
民
課
国
民
健
康
保
険
係
 

（
窓
ロ
⑤
番
・
電
話
内
線
 25 

番
）
に
お
 

た
ず
ね
下
さ
い
。
 

国
保
係
 

☆
 

和
名
 
葉
月
（
は
づ
き
）
 

木
の
葉
が
そ
ろ
そ
ろ
落
ち
る
故
に
葉
 

落
月
を
略
し
て
葉
月
と
い
う
。
 

1
日
（
金
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
押
タ
m
) 

水
の
日
 
八
朔
 

観
光
の
日
 
水
の
週
間
 

3
日
（
日
）
 

赤
池
町
長
選
挙
投
票
日
（
 

7
時
ー
 18 

時
ま
で
）
 

町
長
選
挙
開
票
 19 

時
 30 

分
 

子
供
会
地
区
対
抗
ソ
フ
ト
 

ボ
ー
ル
大
会
（
8
時
町
民
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
）
 

下
弦
 

学
制
発
布
記
念
日
 

6
日
（
水
）
 

広
島
原
爆
記
念
日
 

7
日
（
木
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
声
タ
m
) 

9
日
（
土
）
 

15 

日
（
金
）
 

17 

日
（
日
）
 

18 

日
（
月
）
 

19 

日
（
火
）
 

21 

日
（
木
）
 

23 

日
（
土
）
 

27 

日
（
水
）
 

31 

日
（
日
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m
) 

子
供
会
リ
ー
ダ
ー
キ
ャ
ン
 

プ
（
千
石
峡
キ
ャ
ン
プ
場
 

n
宮
田
町
）
8
日
ま
で
 

立
秋
 
鼻
の
日
 

長
崎
原
爆
記
念
日
 

終
戦
記
念
日
 

月
お
く
れ
盆
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
晦
ン
タ
世
 

エ
ン
ゼ
ル
ク
イ
ズ
メ
切
日
 

上
弦
 

福
祉
年
金
証
書
提
出
日
 

ふ
み
の
日
 
処
暑
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m
) 

学
校
夏
休
み
終
了
 

※
8
月
は
養
命
大
学
休
講
し
ま
す
。
 

J
 

'' 辺
 

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
の
 

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
 

▼
受
験
資
格
 

①
現
在
、
義
務
教
育
諸
学
校
へ
の
就
学
 

を
猶
予
若
し
く
は
免
除
を
受
け
て
い
 

る
者
又
は
以
前
に
受
け
た
者
 

②
旧
尋
常
小
学
校
又
は
旧
国
民
学
校
へ
 

の
就
学
の
猶
予
又
免
除
を
受
け
た
者
 

Q
義
務
教
育
諸
学
校
タ
量
楽
で
き
な
か
 

っ
た
者
で
、
手
続
き
を
し
て
猶
予
又
 

は
免
除
を
受
け
な
か
っ
た
が
、
猶
予
 

又
は
免
除
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
 

事
由
と
同
等
の
事
由
が
あ
っ
た
と
文
 

部
大
臣
が
認
め
た
者
 

※
た
だ
し
 56 

年
3
月
 31 

日
ま
で
に
満
 

15 

歳
以
上
に
な
る
者
 

▼
願
書
受
付
期
間
 
9
月
 11 

日
困
ま
で
 

▼
と
き
 
11 

月
7
日
金
 10 

時
か
ら
 

▼
申
込
先
・
問
合
わ
せ
 

福
岡
県
教
育
庁
指
導
第
二
部
指
導
第
 

二
課
（
福
岡
市
中
央
区
西
中
州
6
番
 

固
0
9
つ一 

7
7
1
→
1
1
6
1
) 

夏
の
防
犯
運
動
 

暴
力
は
平
和
で
楽
し
い
住
民
生
活
を
・
 

破
壊
し
脅
か
す
、
最
も
憎
む
べ
き
犯
罪
 

で
す
。
暴
力
の
被
害
を
受
け
た
り
、
見
 

た
り
聞
い
た
り
し
た
と
き
は
勇
気
を
も
 

っ
て
警
察
に
届
け
出
ま
し
ょ
う
。
 

圏
街
か
ら
暴
力
を
追
放
し
ょ
う
。
 

圏
気
を
つ
け
よ
う
甘
い
言
葉
と
暗
い
道
 

圏
チ
ョ
ッ
ト
失
礼
の
自
転
車
ド
ロ
 

け
い
さ
つ
・
防
犯
協
会
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第211 号 昭和55年8月1日 
エJ 

、、 か
 

＊こんなときこんな給付がうけられます＊ 

こんなとき このような給付が 注意したいこと 

療
費
の
給
付
 

●病気になったとき。 

●けがをしたとき。 

●歯が痛むとき。 

かかった費用の3割を支 

払うだけで、治るまで治 

療が受けられます。 

国保を取扱っている医療 

機関へ被保険者証を提示 

すること。 

高
額
療
養
費
 

●費用がかさむとき。 

病院の窓口で支払った費 

用が、39,000円を超えた 

場合、その超えた分にっ 

いて払い戻しが受けられ 

ます。 

同じ人が同一の医療機関 

で同一月にかかった費用 

であり、差額べッドなど 

保険給付の対象とならな 

いものには適用されない。 

療
養
費
嘉
誘
競
 L'
7
 

堕
 

’やむをえない理由で、 

国保の取扱いをしてい 

ない病院で診てもらっ 

たときや、被保険者証 

が使えなかったとき。 

審査のうえ、決定した額 

の7割にっいて払い戻し 

が受けられます。 

事情をよく審査したうえ 

で支給します。 

●歩行不能または困難な 

入院患者の付き添い看 

護婦、移送の費用。 

" 

医者の指示があった場合 

のみ。事前に国保の承認 

が必要。 

●あんま、ハリ、マッサ 

―ジ、灸、骨折など、 

柔道整復師の施術賢。 

" 医者の同意が必要。 

●コルセット、ギブスな 

どの補装具。 

’輪血のための生血代。 

ーまちー 

の
 

一
 芸

 
文
 

一 

阿
蘇
を
俳
句
に
 
②
 

桑
野
 
園
女
 

句
会
が
終
了
し
た
の
は
、
九
時
三
十
 

分
を
過
ぎ
て
い
た
の
で
、
天
留
翁
先
生
 

と
る
い
乃
自
は
床
に
就
か
れ
ま
し
た
が
、
 

他
の
者
は
も
う
一
回
や
リ
た
い
と
張
リ
 

切
っ
て
い
ま
す
。
急
い
で
温
泉
に
浸
り
 

な
が
ら
頭
の
中
で
は
句
を
作
っ
て
い
ま
 

す。 第
三
回
 
ニ
十
ニ
時
 
投
句
五
句
 

《
池
田
一
歩
先
生
選
 

●
湯
上
り
の
素
顔
涼
し
く
句
座
に
あ
り
 

●
夜
の
蛙
鳴
き
つ
の
り
つ
、
荘
更
く
る
 

未
代
子
 

●
梅
雨
の
月
の
ぞ
け
る
窓
に
寝
惜
み
て
 

駒
 
女
 

●
阿
蘇
谷
の
梅
雨
満
月
の
泊
り
か
な
 

は
る
の
女
 

●
阿
蘇
谷
の
奥
よ
リ
チ
ャ
イ
ム
夏
の
月
 

へ
 

つ 

血
圧
と
年
齢
 

わ
た
し
た
ち
日
本
人
は
、
三
十
歳
を
 

過
ぎ
る
と
、
年
と
と
も
に
最
大
血
圧
が
 

ほ
ぽ
ー
ミ
リ
ず
つ
あ
が
っ
て
い
き
、
平
 

均
的
に
み
て
「
年
齢
に
九
十
を
加
え
た
 

も
の
」
と
む
か
し
か
ら
い
わ
れ
て
い
ま
 

す。 例
外
の
人
も
い
ま
す
が
、
多
く
の
人
 

が
、
年
齢
と
と
も
に
最
大
血
圧
が
上
昇
 

し
て
い
く
事
実
を
見
の
が
す
わ
け
に
は
 

い
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
血
圧
が
 

最
大
一
八
四
ー
最
小
八
六
と
い
う
高
血
 

雨
 
亭
 

【
選
者
吟
】
 

●
タ
焼
の
只
中
に
あ
り
悌
舎
利
塔
 

●
青
芝
を
蝶
の
ご
と
く
に
少
女
来
る
 

●
霧
の
中
郭
公
の
声
移
リ
つ
、
 

山
荘
の
夜
は
更
け
て
物
音
一
つ
聞
え
 

な
い
中
に
月
が
と
て
も
き
れ
い
。
け
れ
 

ど
流
石
に
梅
雨
、
す
ぐ
に
厚
い
雲
に
か
 

く
れ
て
は
皆
を
が
っ
か
り
さ
せ
ま
す
。
 

辛
棒
強
く
雲
の
切
れ
目
を
待
つ
間
も
俳
 

論
に
花
が
咲
き
、
な
お
、
作
句
を
つ
づ
 

け
る
人
も
い
ま
す
。
で
も
破
璃
戸
越
し
 

の
月
明
り
に
、
神
よ
素
適
な
夢
を
授
け
 

給
え
と
祈
り
つ
つ
床
に
就
き
ま
し
た
。
 

郭
公
の
鳴
き
声
に
ふ
と
目
を
覚
ま
す
 

と
、
天
留
翁
先
生
は
も
う
窓
際
に
」
吃
た
 

れ
て
、
暁
の
五
岳
に
見
入
っ
て
い
ら
れ
 

る
。
南
無
」
言
塗
と
」
し
た
と
身
仕
度
も
 

そ
こ
そ
こ
に
句
作
に
出
掛
け
る
私
達
で
 

し
た
。
 

第
四
回
 
朝
八
時
 
投
句
七
句
 

《
池
田
一
歩
先
生
選
 

●
ま
ぎ
れ
な
く
朝
霧
つ
い
て
閑
古
鳥
 

●
近
づ
け
ぬ
遠
さ
に
あ
り
て
閑
古
鳥
 

駒
 
女
 

●
郭
公
や
朝
化
粧
な
ど
ど
う
で
も
よ
い
 

●
郭
公
の
思
ひ
の
た
け
を
鳴
き
に
け
り
 

●
朝
霧
に
心
許
し
て
閑
古
鳥
 

●
郭
公
の
機
嫌
の
声
に
目
覚
め
け
り
 

園
 
女
 

●
郭
公
の
一
声
に
旅
疲
れ
と
れ
 

●
百
千
鳥
こ
ん
な
目
覚
め
も
阿
蘇
な
れ
 

ば
 

未
代
子
 

●
郭
公
も
時
報
も
す
べ
て
霧
の
中
 

《

、

 

、
 

) 
、

、

 

) 
雨
 
亭
 

圧
で
あ
っ
て
も
、
四
十
歳
の
人
と
七
十
 

歳
の
人
で
は
、
そ
の
意
味
が
ま
っ
た
く
 

違
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
 

「
正
常
血
圧
 

」
の
基
準
の
場
合
も
ま
っ
た
く
同
じ
で
 

す。 最
小
血
圧
も
、
年
齢
と
と
も
に
少
し
 

ず
つ
上
昇
し
ま
す
が
、
あ
る
年
齢
か
ら
 

下
が
る
傾
向
を
示
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
 

日本人の平均血圧値 

年 齢 最大血圧 最小血圧 高血圧者 

歳 
30~39 
40~49 
50~59 
60~69 
70 

mmHg 
121.6 
134 .8 
143.9 
153.3 
160.6 

mmHg 
76.8 
81.6 
84.8 
85.6 
84.5 

% ・1 
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●
単
調
は
余
情
呼
ぶ
も
の
閑
古
鳥
 

●
乱
調
は
余
情
断
つ
も
の
老
驚
は
 

天
留
翁
 

●
そ
ば
だ
て
ず
と
も
す
ぐ
そ
こ
に
閑
古
 

鳥
 

慶
 
子
 

●
我
を
呼
ぶ
郭
公
の
声
霧
の
中
 操

 

●
梅
雨
の
阿
蘇
更
け
ゅ
く
様
を
遅
月
に
 

る
 

《
白
石
天
留
翁
先
生
導
 

●
静
寂
を
条
件
と
し
て
閑
古
鳥
 

い
 

一 

歩
 

●
百
千
鳥
な
か
に
ー
き
わ
閑
古
鳥
 

●
夏
め
く
も
山
荘
の
朝
冷
え
て
来
し
 

玲
 
子
 

●
郭
公
は
霧
の
椎
と
い
ふ
彼
方
 雨

 
亭
 

●
郭
公
の
遠
の
き
し
か
ば
朝
化
粧
 

園
 
女
 

今
日
は
、
午
後
か
ら
熊
本
の
ホ
ト
ト
 

ギ
ス
同
人
阿
部
小
壷
・
藤
崎
久
お
先
生
 

方
が
、
大
勢
の
俳
人
を
連
れ
て
お
祝
い
 

の
句
会
に
花
を
添
え
て
く
だ
さ
る
こ
と
 

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
私
達
は
朝
の
 

間
に
仙
酔
峡
を
吟
行
す
る
こ
と
に
し
ま
 

し
た
。
 

天
留
翁
先
生
の
健
脚
は
、
い
つ
も
の
 

こ
と
だ
か
ら
ち
っ
と
も
案
ず
る
こ
と
は
 

な
い
け
れ
ど
、
八
十
七
歳
の
る
い
乃
自
 

に
は
無
理
な
コ
ー
ス
で
は
な
い
か
と
心
 

配
し
ま
し
た
が
、
頂
上
の
ケ
ル
ン
ま
で
 

頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
勿
論
運
転
士
 

に
扶
け
ら
れ
て
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
 

の
意
欲
の
旺
ん
な
こ
と
に
警
ろ
か
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

ソ
 

'
 

年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
九
十
ミ
リ
以
士
 

の
場
合
に
は
要
注
意
と
考
え
た
ほ
う
が
 

よ
い
で
し
ょ
う
。
 

国
保
係
 

WH0の高血圧の基準 

正常血圧俸大血圧 139以下 

t 最小血圧 89以下 

境界高血圧f最大血圧 140- 159 

t 最小血圧 90--94 

高 血 圧f最大血圧 160以上 

t 最小血圧 95以上 

福
祉
年
金
証
書
の
提
出
を
 

8
月
 21 

日
ま
で
に
 

助産費が支給されます。 ●子どもが生まれたとき。 

八
月
は
、
福
祉
年
金
の
受
給
者
 

が
国
民
年
金
証
書
を
、
役
場
年
金
 

係
に
提
出
す
る
月
で
す
。
 

こ
の
手
続
き
を
す
れ
ば
、
向
う
 

葬祭費が支給されます。 
●加入者が亡〈なられた 

とき。 

そ
の
他
の
給
付
 

一
年
間
の
福
祉
年
 

金
が
受
け
ら
れ
る
 

か
ど
う
か
が
決
ま
 

リ
ま
す
。
も
し
、
 

こ
の
提
出
が
お
く
 

れ
ま
す
と
、
次
の
 

十
一
月
支
給
分
の
 

福
祉
年
金
を
受
け
 

ら
れ
な
い
こ
と
が
 

あ
り
ま
す
。
 

福
祉
年
金
は
、
 

一
定
額
以
上
の
所
 

得
が
あ
っ
た
り
、
 

十
二
時
過
ぎ
、
熊
本
勢
と
大
観
峯
に
 

落
ち
合
っ
て
吟
行
を
共
に
し
ま
し
た
。
 

雨
傘
を
日
傘
に
す
る
程
の
梅
雨
晴
れ
 

に
恵
ま
れ
た
の
で
す
。
 

一
千
町
歩
と
い
わ
れ
る
青
田
が
眼
下
 

に
広
が
り
、
吹
き
上
げ
て
来
る
涼
風
に
 

和
し
て
驚
も
時
鳥
も
鳴
き
交
う
の
で
す
。
 

ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
す
る
人
々
の
屯
ろ
し
 

て
い
る
の
が
、
広
い
草
原
に
花
を
置
い
 

た
よ
う
で
素
晴
ら
し
い
眺
め
で
し
た
。
 

先
導
車
に
つ
い
て
長
い
こ
と
植
田
道
 

を
行
く
と
、
や
が
て
句
会
場
の
静
か
な
 

寺
に
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

涼
風
を
入
れ
る
べ
く
本
堂
は
開
け
放
 

た
れ
句
座
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

熊
本
県
人
と
句
座
を
共
に
す
る
と
い
 

う
緊
張
と
喜
び
が
交
錯
す
る
中
で
句
会
 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

つ
づ
く
 

つ
れ
づ
れ
に
 

⑥
 

（
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
）
 

松
本
 
た
か
し
 

●
本
堂
の
再
建
工
事
梅
雨
日
照
る
 

●
仮
安
置
さ
れ
し
如
来
や
梅
雨
の
音
 

●
仮
安
置
鶴
の
燭
台
梅
雨
の
庫
裏
 

（
上
野
常
福
｛
蛋
口
寺
で
）
 

●
水
利
よ
き
は
や
ば
や
代
田
静
も
り
ぬ
 

●
鉱
害
の
峡
田
の
工
事
梅
雨
晴
間
 

●
開
票
の
ラ
ジ
オ
速
報
梅
雨
は
げ
し
 

) 

雲
い
 

) 

「
 

他
の
公
的
年
金
を
受
け
て
い
た
り
す
る
 

と
、
支
給
を
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
 

ま
す
の
で
、
毎
年
一
回
、
国
民
年
金
証
 

書
と
一
緒
に
「
所
得
状
況
届
」
を
提
出
 

し
て
い
た
だ
く
わ
け
で
す
。
八
月
分
の
 

福
祉
年
金
を
受
け
と
っ
た
ら
す
ぐ
に
、
 

証
書
を
住
民
課
年
金
係
（
窓
ロ
5
番） 

に
提
出
し
て
下
さ
い
。
そ
の
時
は
、
必
 

ず
印
か
ん
を
忘
れ
ず
お
持
ち
下
さ
い
。
 

な
お
、
五
十
五
年
度
の
支
払
額
を
記
 

入
し
た
年
金
証
書
を
お
手
元
に
お
渡
し
 

で
き
る
の
は
、
十
月
三
十
日
の
予
定
で
 

す。 早
い
ほ
ど
よ
い
 

国
民
年
金
の
加
入
 

町
で
は
、
国
民
年
金
の
未
加
入
者
に
 

加
入
促
進
を
勧
め
て
い
ま
す
が
、
お
心
 

当
た
り
の
方
は
、
早
く
手
続
き
を
済
ま
 

せ
て
下
さ
い
。
 

国
民
年
金
は
、
二
十
歳
か
・
皇
ハ
十
歳
 

ま
で
の
人
で
、
厚
生
年
金
な
ど
他
の
公
 

的
年
金
制
度
に
入
っ
て
い
な
い
日
本
国
 

民
が
、
す
べ
て
加
入
す
る
国
営
の
年
金
 

制
度
で
す
。
国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
 

最
低
一
年
以
上
保
険
料
を
完
納
し
て
い
 

れ
ば
、
障
害
、
母
子
、
準
母
子
、
遺
児
 

な
ど
の
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
し
、
一
一
 

十
五
年
以
上
加
入
す
れ
ば
、
六
十
五
歳
 

に
な
る
と
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

加
入
は
、
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
よ
い
わ
 

け
で
す
。
 

ニ
十
歳
に
な
っ
た
人
、
他
の
公
的
年
 

金
を
や
め
た
人
は
も
ち
ろ
ん
、
国
民
年
 

金
へ
入
る
は
ず
の
人
で
ま
だ
未
加
入
の
 

覚
せ
い
剤
・
 

シ
ン
ナ
ー
等
を
追
放
ノ
 

覚
せ
い
剤
、
シ
ン
ナ
ー
、
接
着
剤
等
 

の
薬
物
を
乱
用
す
る
青
少
年
が
近
年
増
 

加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
ら
薬
物
の
乱
用
は
、
個
人
の
心
 

身
を
む
し
ば
む
ば
か
り
で
な
く
薬
物
の
 

作
用
に
よ
っ
て
お
こ
る
幻
覚
や
妄
想
に
 

よ
る
理
由
な
き
殺
人
、
放
火
、
傷
害
等
 

の
凶
悪
な
犯
罪
に
結
び
つ
き
、
ま
た
乱
 

用
し
た
青
少
年
が
死
亡
す
る
と
い
っ
た
 

非
常
に
憂
慮
す
べ
き
事
件
、
事
故
が
発
 

生
し
て
お
り
ま
す
。
 

昨
年
県
内
で
八
百
一
人
が
覚
せ
い
剤
 

事
犯
で
検
挙
さ
れ
、
年
々
増
加
し
て
い
 

ま
す
。
し
か
も
覚
せ
い
剤
の
乱
用
が
、
 

一
般
市
民
、
青
少
年
層
へ
と
浸
透
し
、
 

地
域
的
に
も
県
内
全
域
に
拡
大
し
、
そ
 

の
な
か
で
も
特
に
次
代
を
担
う
べ
き
青
 

少
年
が
県
内
で
昨
年
九
十
四
人
が
検
挙
 

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
シ
ン
ナ
ー
、
接
着
剤
遊
び
 

で
は
、
二
千
一
一
百
七
十
二
人
が
補
導
さ
 

れ
て
お
り
、
少
年
時
代
の
乱
用
が
成
人
 

に
達
し
て
も
、
こ
れ
を
や
め
る
こ
と
が
 

出
来
ず
、
去
る
二
月
八
日
北
九
州
市
に
 

お
い
て
発
生
し
た
連
続
殺
人
事
件
と
い
 

う
悲
惨
な
事
態
を
生
じ
ま
し
た
。
 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
薬
物
の
 

乱
用
は
、
そ
の
人
を
廃
人
化
し
一
生
と
 

り
か
え
し
の
つ
か
な
い
悔
を
残
す
こ
と
 

に
な
リ
ま
す
。
こ
れ
を
未
然
に
防
止
す
 

る
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
力
で
覚
せ
い
 

剤
・
シ
ン
ナ
ー
等
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。
 

り
 

人
は
、
す
ぐ
役
場
年
金
係
で
手
続
き
を
 

し
て
下
さ
い
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
年
金
係
に
お
 

間
い
合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。
 年

金
係
 

W末
 

W一 

W→A
 

v
末
 

v未
 

v一 

峯
 

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
に
ク
 

最
近
犬
の
放
し
飼
い
を
し
て
い
 

る
の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
犬
は
 

飼
い
主
に
と
っ
て
は
従
順
で
可
愛
 

い
い
動
物
で
す
が
、
他
人
に
と
っ
 

て
は
「
ど
う
猛
」
で
危
険
な
動
物
 

で
す
。
よ
く
新
聞
等
で
遊
ん
で
い
 

る
子
供
を
襲
い
、
か
み
殺
し
た
と
 

か
重
傷
を
負
わ
せ
た
な
ど
の
記
事
 

を
見
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
 

ら
犬
を
放
す
場
合
、
ロ
輪
を
は
め
 

る
な
ど
し
て
十
分
注
意
し
て
下
さ
 

、
 
。
 

し
 

そ
れ
か
ら
犬
を
運
動
の
た
め
散
 

歩
に
連
れ
出
す
場
合
、
か
む
お
そ
 

れ
の
あ
る
犬
に
つ
い
て
も
ロ
輪
を
 

す
る
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
他
人
 

の
家
の
玄
関
前
、
又
道
の
ま
ん
中
 

で
堂
々
と
力
ふ
ん
ク
を
さ
せ
て
知
 

ら
ん
顔
を
し
て
行
く
人
が
い
ま
す
。
 

こ
れ
も
他
人
迷
惑
で
あ
り
、
衛
 

生
上
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
 

ん
な
場
所
で
“
ふ
ん
ク
を
さ
せ
な
 

い
よ
う
十
分
気
を
付
け
て
運
動
を
 

さ
せ
る
よ
う
心
が
け
て
下
さ
い
。
 

衛
生
係
 

ノ
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同
和
問
題
職
員
合
同
 

研
修
会
開
か
る
 

川
全
国
て
初
の
 
「
訪
宅
研
修
」
 
川
 

福田重徳氏 

徳島県阿南市 

教育委員会同和 

教育課課長補佐 

赤
池
町
・
赤
池
町
教
育
委
員
会
主
催
 

に
よ
リ
、
町
職
員
、
町
内
三
校
（
小
・
 

中
）
教
職
員
、
各
保
育
所
保
母
を
対
象
 

に
、
七
月
十
二
日
（
十
）
午
後
一
時
か
ら
 

町
同
和
対
策
中
央
研
修
所
に
お
い
て
、
 

徳
島
県
阿
南
市
教
育
委
員
会
同
和
教
育
 

課
職
員
、
福
田
重
徳
氏
を
む
か
え
て
“
 

実
践
活
動
の
積
み
重
ね
こ
そ
力
を
テ
ー
 

マ
に
約
一
時
間
牛
に
わ
た
り
、
同
和
間
 

題
職
員
合
同
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
研
修
会
は
、
同
和
対
策
事
業
特
 

別
措
置
法
の
三
年
延
長
に
伴
っ
て
「
祖
 

会
啓
発
活
動
の
積
極
的
充
実
」
が
国
会
 

で
付
帯
決
議
さ
れ
、
国
民
の
問
に
根
強
 

く
存
在
す
る
差
別
意
識
を
ど
う
克
服
し
、
 

解
決
し
て
い
く
か
が
重
要
な
課
題
に
な
 

っ
て
い
る
今
日
、
徳
島
県
阿
南
市
の
市
 

全
職
員
約
六
百
人
と
、
教
職
員
約
五
百
 

人
が
全
市
（
約
一
万
六
千
世
帯
）
の
家
 

庭
を
一
戸
ず
つ
訪
間
し
、
部
落
問
題
に
 

つ
い
て
腹
を
割
っ
て
話
し
合
い
、
市
民
 

の
正
し
い
理
解
を
得
て
、
同
和
問
題
を
 

一
日
も
早
く
解
決
し
ょ
う
と
、
昨
年
よ
 

昭和55年8月1日 か い け あ
 

報
 

広
 

エンゼルクイズ 

【第48回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1、大相撲名古屋場所の殊勲賞力士はだれ？ 

④朝汐 ⑧隆の里 ⑥千代の富士 

2 、新幹線。東京から博多まで“新，，とつく 

駅は全部でいくつ？ 

④ 4 ⑧ 6 ⑥ 8 

3 、おさつの正式名称は日本銀行券。裏に日 

本一の富士山が印刷されてあるのはどれ？ 

④ 500円札 ⑧L000円札 ⑥10,000円札 

4 、名古屋城の金のシャチホコ。さて、オス、 

メスの区別は？ 

④区別なし ⑧大きい方がオス 

⑥大きい方がメス 

5 、光の三原色（赤、青、緑）を組み合わせ 

たら、重なった部分は何色になる？ 

④黒色 ⑧黄色 ⑥白色 

〔応募の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、8月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンセソレクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

>例 問題lB 問題2 B 問題3 C 

【第47回の解答】 

1 ⑥ 2 ⑥ 3 ⑧ 

7 月12日 

リ
全
国
で
も
初
め
て
の
「
訪
宅
研
修
」
 

が
実
践
さ
れ
た
地
元
、
阿
南
市
職
員
を
 

迎
え
て
開
か
れ
た
も
の
で
す
。
 

⑥
実
践
状
況
は
次
の
と
お
リ
 

こ
の
訪
宅
の
目
的
は
、
専
門
的
な
指
 

導
力
を
持
っ
た
者
が
、
戸
別
に
指
導
に
 

廻
る
と
い
う
の
で
は
な
く
し
て
、
近
隣
 

の
者
が
同
じ
」
J
一
場
で
同
和
問
題
に
つ
い
 

て
話
し
合
っ
て
ゆ
く
、
双
方
が
本
音
を
 

出
し
合
っ
た
仲
で
理
解
を
深
め
て
ゆ
く
 

こ
と
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
、
昭
和
五
十
 

三
年
十
月
か
ら
五
十
四
年
二
月
ま
で
の
 

間
、
第
一
回
の
活
動
を
は
じ
め
た
も
の
 

で
す
。
 

市
職
員
二
百
八
十
七
班
、
教
職
員
百
 

七
十
五
班
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
居
 

住
地
域
を
中
心
に
勤
務
時
間
外
の
夜
（
 

七
時
か
ら
九
時
）
、
 

一
軒
ず
つ
家
庭
を
 

訪
れ
た
。
こ
の
第
一
回
の
訪
宅
戸
数
は
 

八
百
六
十
一
戸
だ
っ
た
が
、
こ
の
実
践
 

を
通
じ
て
職
員
は
多
く
の
こ
と
を
学
び
 

得
た
。
 

啓
発
ポ
イ
ン
ト
は
①
部
落
問
題
の
本
 

質
を
科
学
的
に
説
明
し
、
同
和
対
策
事
 

業
で
改
善
さ
れ
た
被
差
別
部
落
を
周
辺
 

の
一
般
市
民
が
う
ら
や
む
と
い
う
「
ね
 

た
み
意
識
」
を
と
リ
除
く
②
部
落
問
題
 

r
、

・

 

l
 

、
 

の
解
決
は
国
、
市
町
村
の
責
務
で
あ
リ
、
 

市
民
的
課
題
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
 

て
も
ら
う
 

こ
と
に
し
、
あ
い
ま
い
 

な
返
答
や
安
易
な
妥
協
は
つ
つ
し
み
、
 

相
手
に
不
快
感
を
与
え
な
い
よ
う
温
か
 

い
人
問
関
係
を
保
つ
よ
う
努
力
し
た
。
 

そ
の
結
果
、
結
婚
な
ど
の
具
体
例
か
 

ら
心
の
奥
底
に
ひ
そ
む
差
別
心
が
明
ら
 

か
に
な
り
、
さ
ら
に
「
ね
た
み
意
識
」
 

や
「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
意
識
」
が
な
 

お
根
強
く
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
 

な
っ
た
。
 

阿
南
市
の
活
動
は
、
従
来
の
利
会
啓
 

発
が
た
い
て
い
不
特
定
多
数
を
対
象
と
 

し
て
い
た
の
に
対
し
、
全
戸
訪
間
と
い
 

う
方
法
に
よ
っ
て
対
象
を
特
定
化
で
き
 

た
こ
と
、
す
べ
て
の
市
職
員
と
多
く
の
 

教
職
員
が
手
弁
当
で
参
加
し
た
こ
と
が
 

大
き
な
特
徴
で
し
た
。
 

阿
南
市
で
は
昭
和
四
十
七
年
、
同
市
 

総
合
計
画
の
中
で
同
和
対
策
を
明
記
し
、
 

昭
和
六
十
年
を
目
標
に
「
差
別
の
な
い
 

町
づ
く
り
」
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
中
 

で
、
従
来
の
社
会
啓
発
が
思
わ
し
い
効
 

果
を
あ
げ
な
か
っ
た
た
め
、
発
想
を
転
 

換
し
、
今
回
の
活
動
が
ね
リ
出
さ
れ
た
 

わ
け
で
す
。
市
職
員
や
教
職
員
が
市
民
 

を
啓
発
す
る
に
は
、
そ
れ
相
応
の
自
己
 

研
修
が
必
要
な
わ
け
で
、
阿
南
市
の
実
 

践
は
社
会
啓
発
と
自
己
研
修
を
合
わ
せ
 

文
字
通
り
全
市
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
 

お
り
ま
す
。
 

分
科
会
で
は
、
こ
の
訪
宅
実
践
が
勤
 

務
時
問
外
の
無
報
酬
活
動
で
あ
る
こ
と
 

や
、
全
職
員
が
、
啓
発
を
行
え
る
ほ
ど
 

＼

γ

 

に
差
別
と
闘
う
姿
勢
を
身
に
つ
け
得
て
 

い
る
か
、
な
ど
の
疑
間
も
出
さ
れ
た
が
、
 

こ
の
種
の
活
動
で
は
「
制
度
」
よ
り
も
 

「
理
念
」
が
重
視
さ
れ
る
べ
き
だ
し
、
 

活
動
を
通
じ
て
自
分
自
身
を
「
変
革
」
 

し
て
い
く
と
い
う
点
で
、
阿
南
市
の
運
 

動
は
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
今
後
に
残
さ
れ
た
問
題
も
 

少
な
く
は
な
く
、
啓
発
が
単
に
部
落
の
 

人
々
へ
の
「
同
情
」
を
し
か
生
ま
な
い
 

水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
な
ら
、
 
一
般
 

民
衆
と
部
落
民
衆
と
の
利
害
対
と
が
表
 

面
化
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
「
同
情
」
 

は
す
ぐ
に
「
反
感
・
憎
悪
」
に
変
わ
る
 

危
険
性
が
あ
る
こ
と
。
現
在
問
題
に
な
 

っ
て
い
る
力
ね
た
み
差
別
ク
は
そ
の
種
 

の
新
し
い
差
別
意
識
と
い
え
ま
す
。
 

こ
う
し
た
問
題
の
克
服
は
、
啓
発
す
 

る
側
が
ど
う
主
体
性
を
確
」
げ
ー
す
る
か
に
 

か
か
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
リ
、
本
当
の
 

社
会
啓
発
と
同
情
に
よ
る
融
和
主
義
は
 

ど
こ
が
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
を
は
っ
 

き
り
認
識
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
 

り
ま
す
。
 

差
別
意
識
は
被
差
別
部
落
が
置
か
れ
 

て
い
る
差
別
的
実
態
の
反
映
だ
か
ら
、
 

部
落
問
題
解
決
の
た
め
に
は
差
別
の
実
 

態
の
克
服
と
解
消
が
第
一
に
必
要
で
あ
 

り
ま
す
。
だ
が
一
方
で
、
差
別
意
識
が
 

差
別
の
実
態
を
強
化
す
る
側
面
も
あ
り
、
 

現
に
多
く
の
差
別
事
件
が
「
差
別
意
識
 

の
露
出
」
と
い
う
形
を
と
る
以
上
、
意
 

識
の
部
分
を
軽
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
 

な
い
で
し
ょ
う
。
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

) 
ー
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赤
池
支
部
だ
よ
り
④
 

田
川
交
通
安
全
協
会
 

赤
池
支
部
特
別
賛
助
者
 

経
済
文
化
の
躍
進
と
国
民
生
活
の
向
 

上
に
と
も
な
っ
て
、
交
通
事
情
は
ま
す
 

ま
す
悪
化
し
、
悲
惨
な
交
通
事
故
が
各
 

地
で
多
く
発
生
し
て
い
る
今
日
、
田
川
 

交
通
安
全
協
会
赤
池
支
部
に
お
き
ま
し
 

て
は
、
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
平
和
 

な
町
を
目
指
し
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
 

と
ご
協
力
に
よ
り
努
力
し
て
い
る
と
・
」
 

ろ
で
あ
リ
ま
す
。
 

現
在
、
 

「
夏
の
交
通
安
全
運
動
」
実
 

施
期
間
中
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
真
夏
に
 

か
け
て
本
格
的
な
暑
さ
と
な
り
、
ド
ラ
 

イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
イ
ヤ
な
時
 

期
を
向
え
ま
す
が
、
ま
た
こ
の
時
期
が
 

交
通
事
故
の
発
生
率
が
高
く
、
死
者
も
 

可
成
り
出
て
お
リ
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ド
 

ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
又
、
歩
行
者
の
 

J
間
矧
ぐ
ん
方
に
は
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
 

事
故
の
な
い
よ
う
、
今
後
共
ご
協
力
を
 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

な
お
、
次
の
方
々
よ
り
交
通
安
全
協
 

会
赤
池
支
部
へ
支
部
運
営
資
金
と
し
て
 

金
一
封
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
報
告
 

い
た
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

高
田
窯
元
 
高
鶴
窯
元
 
渡
窯
元
 

熊
谷
窯
元
 
十
時
窯
元
 
世
良
八
幡
窯
 

元
 
梶
原
窯
元
 
白
糸
窯
元
 
高
鶴
庚
 

申
窯
元
 
熊
谷
光
修
窯
元
 
柴
田
柴
の
 

門
窯
元
 
小
松
利
道
 
山
内
与
荘
 

，

ノ

 

夏
休
み
ク
学
童
保
育
ク
を
実
施
 

8
月
ー
日
か
ら
2

週
間
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
夏
 

休
み
期
間
中
の
学
童
重
J
故
防
止
と
伝
承
 

あ
そ
び
の
習
得
を
め
ざ
し
て
、
夏
休
み
 

学
童
保
育
「
か
え
る
の
学
校
」
を
八
月
 

【
昨
年
の
夏
休
み
学
童
保
育
よ
り
】
 

一
日
か
ら
お
よ
そ
二
週
間
実
施
し
ま
す
。
 

対
象
は
、
町
内
の
小
学
生
、
と
く
に
 

開
催
希
望
の
あ
っ
た
十
三
支
所
、
 

「ど 

ん
ぐ
リ
子
供
会
」
の
児
童
を
中
心
に
活
 

動
し
ま
す
。
 

見
学
、
お
よ
び
一
日
体
験
入
学
、
苛
 

お
い
に
歓
迎
し
ま
す
。
又
、
地
域
子
供
 

会
等
で
計
画
の
あ
っ
た
参
考
資
料
交
換
、
 

あ
る
い
は
実
施
指
導
を
い
た
し
ま
す
の
 

で
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

▼
連
絡
先
 
赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

福
祉
活
動
専
門
員
（
池
田
晃
ま
で
）
 

固
赤
池
4
6
4
6
番
 

※
気
軽
に
ご
連
絡
を
 

o 

ク
町
民
交
通
傷
害
保
険
4

に
ご
加
入
を
ノ
 

交
通
事
故
の
補
償
は
、
住
民
の
総
力
 

で
 

。
と
い
う
皆
さ
ん
の
声
が
、
』
」
 

の
町
民
交
通
傷
害
保
険
を
誕
生
さ
せ
ま
 

し
た
。
 

当
町
内
に
住
ん
で
い
る
方
、
お
よ
び
 

当
町
内
へ
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方
な
 

ら
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
ご
家
 

族
ぐ
る
み
の
加
入
で
、
交
通
事
故
に
備
 

え
ま
し
ょ
う
。
 

《
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
》
 

③
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
場
合
は
、
日
 

本
国
内
に
お
い
て
車
両
に
乗
っ
て
い
て
 

衝
突
し
た
り
、
つ
い
落
、
て
ん
覆
し
た
 

リ
し
た
事
故
、
ま
た
、
歩
い
て
い
て
車
 

両
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ
か
れ
た
り
し
 

た
事
故
の
と
き
。
 

▼
保
険
料
→
1

口
四
百
八
十
円
（
一
人
 

2
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。
中
途
加
 

入
は
月
割
四
十
円
。
）
 

▼
実
施
期
間
→
8
月
1

日
か
ら
1
年
間
 

) 

▼
申
込
窓
ロ
→
役
場
企
画
財
政
課
 

企
画
係
 

けがをして、失明したり、片手または片足を失なっ 

80万円 

50万円 

12万円 

9万円 

7 万円 

5 万円 

3万円 

2万円 

1 万円 

5千円 

たときなど 

亡くなられたとき 

治療期間6 か月以上 

治療期間5か月以上6 か月未満 

治療期間4 か月以上5 か月未満 

治療期間3か月以上4 か月未満 

治療期間2か月以上3か月未満 

治療期間1か月以上2 か月未満 

治療期間1週間以上1か月未満 

治療期間1週間未満 

《1

口
に
つ
き
支
払
わ
れ
る
保
険
金
》
 

⑧
 

!h
〕 ④

 
4
' 

【正解者】 

今回の応募総数18通のうち、正解者はあI) 

ませんでした。 

※主なあやまりは、問2の⑧医者と解答さ 

れた方がほとんどで、正解は⑥の受験生 

でした。 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

〔
香
典
返
し
〕
 

7
月
 16 

日
現
在
 

金
一
封
 
河
村
ト
シ
子
（
下
西
町
）
 

金
一
封
 
内
田
 

栄
（
車
道
）
 

〔寄 

付〕 

●
九
光
石
油
 
二
万
円
 

〔
快
気
祝
〕
 

●
水
上
 
輝
三
 

五
千
円
 

ー

敬

称

略

ー

 

、 / 

セン名貞二鱗ミ
(8 月の休館日〕 

4 旦、11日、18日、25日 1 2 日、 3 日、 6 日、 7 日 

※盆休み 13日、14日、15日： 9 日、10日、16日、17日 
' 

〔演 芸 日〕 : zu日、21日、23日、24日 
ー、 一 ― ― 」 一一 一 一一 ’ I、,『, I、h ー 一、ハ『, 一、，『, 

Jt:1、 ノLI、lULl、 14L1 」L f口、L1oI 1 二 iu口、it 

17日、2旧、24日、28日 ~［仏教法話会〕 

31日 ~今月は休みます。 
 ノ 、 

※
夏
の
省
ェ
ネ
対
策
 

0
冷
房
温
度
は
 28 

度
に
調
節
を
 

●
日
よ
け
、
カ
ー
テ
ン
の
上
手
な
利
用
 

●
お
風
呂
は
沸
か
し
方
に
工
夫
を
 

0
冷
蔵
庫
の
上
手
な
使
用
を
 

●
テ
レ
ビ
は
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
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し
尿
汲
み
取
り
う
 

n
長
り
戸
1
い
の
 

ご
 
み
 
収
 
集
 

「
お
盆
休
み
」
 

▼
し
尿
汲
み
取
り
 

8
月
 14 

日
困
1
8
月
 16 

日
田
 
⑧
 

※
8
月
 10 

日
回
は
平
常
通
り
。
 

▼
ご
み
収
集
 

8
月
 15 

日
金
1
8
月
 16 

日
田
 
⑧
 

※
従
っ
て
8
月
 14 

日
困
・
 
15 

日
圏
・
 

16 

日
出
の
収
集
地
区
が
次
の
と
お
り
 

変
更
し
ま
す
。
 

8
月
 14 

日
困
が
 13 

日
困
に
変
更
 

●
該
当
地
区
【
北
町
、
東
町
、
新
町
、
 

小
藤
団
地
、
下
高
尾
、
上
桜
町
、
朝
日
 

町
松
本
町
、
猿
畑
、
猿
田
、
市
場
団
 

地
、
大
字
市
場
・
草
場
全
地
区
 

8
月
 15 

日
金
が
 14 

日
困
に
変
更
 

●
該
当
地
区
n
大
字
上
野
全
地
区
 

8
月
 16 

日
田
が
 17 

日
回
に
変
更
 

●
該
当
地
区
n
大
字
上
野
全
地
区
（
も
 

え
な
い
ゴ
ミ
第
三
土
曜
日
）
 

ク
ご
み
は
水
分
を
き
っ
て
ポ
リ
袋
に
 

入
れ
て
出
し
ま
し
ょ
う
）
 

う
 

衛
生
係
 

援
護
業
務
移
動
相
談
 

次
に
よ
り
、
本
年
度
も
援
護
業
務
移
 

動
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
 

▼
と
き
 
55 

年
9
月
 11 

日
（
木
）
 

田
川
 

市
役
所
会
議
室
「
爾
（
午
前
 

10 

時
ー
午
後
3
時
 30 

分） 

▼
相
談
事
項
 

①
恩
給
法
に
つ
い
て
（
・
旧
軍
人
等
の
 

加
算
恩
給
及
び
一
時
恩
給
等
 

・旧 

軍
人
等
の
傷
病
恩
給
等
 

・
公
務
扶
 

助
料
の
請
求
等
）
 

②
遺
族
等
援
護
法
に
つ
い
て
（
・
障
害
 

年
金
及
び
遺
族
年
金
等
の
請
求
等
）
 

③
各
種
給
付
金
に
つ
い
て
（
・
特
別
弔
 

慰
金
及
び
特
別
給
付
金
の
請
求
等
）
 

④
叙
位
、
叙
勲
に
つ
い
て
 

⑤
そ
の
他
、
こ
れ
以
外
の
援
護
業
務
全
 

般
に
つ
い
て
。
 

※
な
お
、
間
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
 

役
場
福
祉
同
和
課
福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
 

下
さ
い
。
 

福
祉
係
 

,I
、
‘
ー
一
、
、
《
1
】一1
？
 
く
ー
ひ
、
レ
、
 

り
管
、
（
は
ト
ー
ノ
“
廷
冒
弓
・
”
旦
料
勃
m
 

▼
と
き
 

〇
8
月
 12 

日
因
 
飯
塚
市
 

〇
8
月
 13 

日
困
 
直
方
市
・
田
川
市
 

〇
8
月
 26 

日
因
 
飯
塚
市
 

〇
8
月
 27 

日
困
 

田
川
市
 

（
午
前
 10 

時
ー
午
後
4
時
ま
で
」
 

▼
と
こ
ろ
 

〇
直
方
市
役
所
内
諦
民
相
談
室
 

、、‘ノ 

、

，

‘

?

 

固
0
9
4
9
っ
一
②
→
4
1
1
1
 

〇
飯
塚
市
役
所
内
市
民
相
談
室
 

固
0
9
4
8
2
→
②
→
5
5
0
0
 

〇
田
川
市
役
所
内
市
民
相
談
係
 

固
0
9
4
7
4
→
④
→
2
0
0
0
 

町
商
工
会
役
員
の
紹
介
 

昭
和
五
十
五
年
度
の
赤
池
町
商
工
会
 

新
役
員
を
次
の
と
お
り
紹
介
し
ま
す
。
 

▼
会
長
稲
垣
力
 
▼
副
会
長
山
本
宗
 

彦
 
皆
川
正
信
 
▼
会
計
理
事
乾
文
夫
 

▼
理
事
早
麻
豊
 
大
庭
大
作
 
三
村
 

勇
 
亀
谷
松
次
 
今
畑
清
信
 
原
野
武
 

彦
 
木
月
繁
美
 
世
良
光
章
 
小
松
利
 

道
 
高
鶴
智
 
高
林
厚
 
大
森
容
治
 

亀
井
晋
作
 
小
場
季
夫
 
内
田
敏
夫
 

▼
監
事
田
中
稔
 
松
本
義
隆
 
▼
青
年
 

部
長
内
田
敏
夫
 
▼
副
部
長
大
島
勇
夫
 

山
本
富
三
 
▼
婦
人
部
長
小
場
妙
子
 

▼
副
部
長
松
尾
時
子
 
宇
都
宮
昌
子
 

交
通
安
全
家
族
会
議
 

作
文
の
募
集
 

▼
主
題
 

「
我
が
家
の
交
通
安
全
」
 

各
家
庭
に
お
け
る
交
通
安
全
に
関
す
 

る
話
し
合
い
の
内
容
、
方
法
等
。
 

▼
募
集
期
間
 
55 

年
9
月
 30 

日
ま
で
 

▼
募
集
の
区
分
 
①
小
中
学
生
の
部
（
 

小
低
学
年
一
と
一
年
、
小
中
学
年
111 

ー
四
年
、
小
高
学
年
五
ー
六
年
、
中
 

学
生
）
の
各
部
門
 
②
母
親
の
部
 

③
一
般
の
部
 

▼
募
集
の
喜
 
原
稿
用
紙
四
百
字
挙
 

三
枚
。
直
接
郵
送
。
 

▼
作
文
の
送
り
先
 
小
中
学
生
の
部
（
 

東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
っ
t
→
2
→
 

17 

共
同
ビ
ル
内
、
日
本
交
通
福
祉
協
 

会
固
0
3
→
2
5
5
→
2
0
8
1
) 

母
親
・
一
般
の
部
（
東
京
都
千
代
田
 

区
永
田
町
1
→
R
Y
→
1
、
総
理
府
交
 

通
安
全
対
策
室
固
0
3
→
5
8
1
→
 

2
3
6
1
) 

▼
総
理
府
総
務
長
官
賞
（
最
優
秀
）
 

小
中
学
生
の
部
4
名
 
母
親
の
部
1
 

名
 

一
般
の
部
1
名
 
▼
内
閣
総
理
 

大
臣
官
房
交
通
安
全
対
策
室
長
賞
（
 

入
選
）
小
中
学
生
の
部
 90 

名
 
母
親
 

の
部
 10 

名
 

一
般
の
部
 10 

名
 

▼
表
彰
式
 
56 

年
1
月
に
実
施
 

※
問
い
合
わ
せ
は
企
画
係
ま
で
 

自
衛
隊
航
空
学
生
 

一
般
曹
候
補
学
生
募
集
 

▼
願
書
受
付
 
8
月
1
日
1
9
月
 27 

日
 

▼
採
用
人
員
①
航
空
学
生
（
航
空
要
員
 

68 

人
・
海
上
要
員
 75 

人） 

②
一
般
 

曹
候
補
学
生
（
陸
上
要
員
抑
人
・
海
 

上
要
員
切
人
・
航
空
要
員
伽
人
）
 

▼
受
験
資
格
 
高
等
学
校
卒
業
者
等
（
 

56 

年
3
月
卒
を
含
む
）
 
56 

年
4
月
1
 

日
現
在
 18 

歳
以
上
 20 

歳
未
満
 

▼
試
験
 
①
航
空
学
生
 10 

月
1
日
（
一
 

次
）
、
 
10 

月
 22 

日
（
二
次
予
定
）
 

②
一
般
曹
候
補
学
生
 10 

月
5
日
（
一
 

次
）
、
 
10 

月
 18 

日
（
二
次
予
定
）
 

▼
願
」
」
提
出
先
・
間
い
合
わ
せ
は
 

福
岡
地
方
連
絡
部
飯
塚
出
張
所
（
飯
 

j
 
ノ
 

塚
市
横
田
）
 

固
0
9
4
8
7
→
②
→
4
8
4
7
 

「
胃
ガ
ン
検
診
」
 
の
変
更
 

七
月
九
日
に
予
定
を
し
て
お
り
ま
し
 

た
「
胃
ガ
ン
検
診
」
 
は
、
集
中
豪
雨
の
 

た
め
止
む
を
得
ず
中
止
し
ま
し
た
。
 

今
後
の
日
程
に
つ
い
て
は
九
月
二
十
 

六
日
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
後
日
ご
連
絡
を
し
 

ま
す
。
 

衛
生
係
 

無
縁
墳
墓
の
改
葬
 

次
の
者
に
縁
故
者
が
あ
れ
ば
期
日
ま
 

で
に
届
け
出
て
下
さ
い
。
 

ハ
里
基
地
の
所
在
地
 
徳
島
県
徳
島
市
沖
 

浜
南
開
、
前
畑
、
東
畑
、
佐
次
兵
衛
 

池
 

▼
無
縁
墳
墓
の
数
 
5
6
基
 

▼
届
出
期
限
 
55 

年
8
月
 25 

日
 

▼
届
出
先
 
徳
島
市
昭
和
町
五
丁
目
総
 

合
土
木
庁
舎
内
都
市
整
備
事
務
所
用
 

地
課
ま
で
 

固
0
8
8
6
→
5
3
→
8
8
1
1
 

瓜
望
基
地
の
所
在
地
 
宮
崎
県
児
湯
郡
新
 

富
町
大
字
日
置
六
反
田
、
岩
脇
、
日
 

置
、
上
富
田
大
測
、
新
田
溜
水
 

▼
無
縁
墳
墓
の
数
 
3
6
3
基
 

▼
届
出
期
限
 
55 

年
8
月
 30 

日
 

▼
届
出
先
 
児
湯
郡
新
富
町
大
字
上
富
 

田
、
新
富
町
長
吉
田
良
治
ま
で
 

固
0
9
8
3
3
→
③
→
1
1
1
1
 

衛
生
係
 

ン 


